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日
本
で
最
初
の
看
護
婦
留
学
生
と
し
て
英
国
セ
ン
ト
・
ト
マ
ス

病
院
に
派
遣
さ
れ
た
東
京
慈
恵
医
院
看
護
婦
教
育
所
生
徒
の
林
徽

音
、
那
須
セ
イ
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
多
い
。
先
行
研
究
と
し

て
東
京
慈
恵
会
『
慈
恵
看
護
教
育
百
年
史
』
二
九
八
四
年
）
、
平

尾
「
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
と
東
京
慈
恵
医
院
看
護
婦
教

育
所
の
看
護
婦
留
学
生
に
つ
い
て
」
「
医
證
』
（
一
九
九
二
な
ど

が
あ
る
。
今
回
ロ
ン
ド
ン
・
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
・
ア
ー
カ
イ
ブ
ス

の
セ
ン
ト
・
ト
マ
ス
病
院
関
係
史
料
を
中
心
と
し
た
資
料
か
ら
、

こ
れ
ら
の
留
学
生
に
関
し
て
新
た
な
知
見
が
得
ら
れ
た
の
で
報
告

す
る
。東

京
慈
恵
医
院
看
護
婦
教
育
所
は
セ
ン
ト
・
ト
マ
ス
病
院
医
学

校
に
留
学
し
た
医
師
高
木
兼
寛
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
。
日
本
で

最
初
の
看
護
婦
留
学
生
の
派
遣
（
一
八
八
七
か
ら
一
八
八
九
年
）
に

６
日
本
で
最
初
の
看
護
婦
留
学
生
と
セ
ン

ト
・
ト
マ
ス
病
院

芳
賀
佐
和
子
・
住
吉
蝶
子
・
平
尾
真
智
子

は
セ
ン
ト
・
ト
マ
ス
病
院
の
外
科
医
で
日
本
の
海
軍
軍
医
の
教
育

の
た
め
来
日
し
高
木
兼
寛
の
恩
師
で
も
あ
っ
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ア

ン
ダ
ー
ソ
ン
（
乏
邑
冨
日
醒
且
の
『
の
○
口
》
一
八
四
二
～
一
九
○
○
）
医

師
が
関
与
し
て
い
る
。
彼
が
日
本
で
の
仕
事
を
終
え
英
国
に
帰
国

後
、
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
基
金
の
秘
書
官
で
あ
っ
た
ヘ
ン
リ
ー
・
ボ

ナ
ム
・
カ
ー
タ
ー
（
函
ｇ
ご
国
ご
冨
日
９
弓
蔚
『
）
へ
宛
て
た
一
八

八
七
年
の
手
紙
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
手
紙
の
存
在
と
そ
の

一
部
に
つ
い
て
は
既
に
報
告
し
た
が
、
今
回
は
完
全
な
形
で
資
料

を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

手
紙
の
主
旨
は
高
木
に
よ
っ
て
セ
ン
ト
・
ト
マ
ス
病
院
に
派
遣

さ
れ
た
二
人
の
日
本
人
看
護
婦
留
学
生
を
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
・
ホ

ー
ム
に
受
け
入
れ
て
ほ
し
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
資
料
か

ら
二
人
の
留
学
生
は
セ
ン
ト
・
ト
マ
ス
病
院
で
学
ん
だ
外
科
医
高

木
医
師
に
よ
っ
て
派
遣
さ
れ
た
こ
と
、
セ
ン
ト
・
ト
マ
ス
病
院
は

日
本
の
外
科
医
の
新
し
い
教
育
の
セ
ン
タ
ー
的
役
割
を
果
た
し
て

お
り
、
卒
業
生
は
政
府
の
要
職
に
つ
い
て
い
る
こ
と
、
二
人
の
派

遣
の
目
的
は
セ
ン
ト
・
ト
マ
ス
病
院
の
看
護
制
度
を
日
本
に
採
用

す
る
こ
と
で
あ
る
こ
と
、
二
人
は
不
盧
の
事
故
に
よ
り
入
学
に
必

要
な
正
式
の
人
物
証
明
書
を
所
持
し
て
い
な
い
が
自
分
が
身
元
保
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証
人
に
な
る
こ
と
、
セ
ン
ト
・
ト
マ
ス
病
院
以
外
の
病
院
で
の
訓

練
は
意
味
が
な
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
な
ど
が
判
明
し
た
。
ま

た
セ
ン
ト
・
ト
マ
ス
病
院
職
員
給
与
支
払
簿
に
は
日
本
か
ら
派
遣

さ
れ
た
二
人
に
給
与
は
支
払
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
病
院
職

員
の
扱
い
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
こ
の
手
紙
に
あ
る

「
不
慮
の
事
故
」
と
は
日
本
側
の
資
料
か
ら
、
二
人
が
日
本
か
ら

英
国
ま
で
の
帰
国
の
航
海
に
同
行
し
た
病
気
の
宣
教
師
ハ
リ
ソ
ン

弓
．
困
胃
易
○
口
）
夫
人
が
航
海
の
途
中
で
死
亡
し
た
こ
と
で
あ
る

こ
と
が
判
明
し
た
。
（
『
女
学
雑
誌
』
六
九
号
、
明
治
二
○
年
、

苛
冨
己
君
の
禺
辱
冒
昌
届
雪
．
畠
ｅ
・
林
徽
音
は
留
学
か
ら
帰
国

後
、
慈
恵
医
院
を
取
材
に
き
た
『
女
学
雑
誌
」
の
記
者
に
セ
ン

ト
・
ト
マ
ス
病
院
の
写
真
を
み
せ
、
病
院
や
英
国
の
看
護
の
状
況

を
話
し
て
い
る
二
女
学
雑
誌
』
二
一
二
号
、
明
治
二
三
年
）
。
さ
ら

に
セ
ン
ト
・
ト
マ
ス
病
院
の
年
報
に
は
高
木
医
師
が
卒
業
後
、
毎

年
セ
ン
ト
・
ト
マ
ス
病
院
に
寄
付
金
を
送
付
し
て
お
り
、
卒
業
後

も
セ
ン
ト
・
ト
マ
ス
病
院
と
の
関
係
が
継
続
し
て
い
た
こ
と
が
明

今
回
の
研
究
か
ら
、
セ
ン
ト
・
ト
マ
ス
病
院
の
医
師
で
高
木
兼

寛
の
恩
師
で
も
あ
る
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
が
高
木
医
師
か
ら
二
人
の
看

ら
か
と
な
っ
た
。

護
婦
留
学
生
を
依
頼
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
二
人
の
派
遣
の
目
的
は

セ
ン
ト
・
ト
マ
ス
病
院
の
看
護
制
度
を
日
本
に
採
用
す
る
こ
と
で

あ
っ
た
こ
と
、
不
慮
の
事
故
に
よ
り
人
物
証
明
書
が
な
く
ナ
イ
チ

ン
ゲ
ー
ル
学
校
の
見
習
生
と
し
て
の
受
け
入
れ
が
難
航
し
て
い
る

こ
と
、
な
ど
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
二
人
の
身
分
は
、
ナ
イ
チ
ン

ゲ
ー
ル
学
校
の
卒
業
生
名
簿
に
名
前
が
載
っ
て
い
な
い
こ
と
や
セ

ン
ト
・
ト
マ
ス
病
院
の
職
員
の
扱
い
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
考
え

合
わ
せ
る
と
、
セ
ン
ト
・
ト
マ
ス
病
院
の
「
研
修
生
」
と
い
う
形

で
留
学
生
活
を
送
っ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

（
東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
医
学
部
看
護
学
科
）


